
平野 絹枝 ・鈴木 武秀 ・山田 智也

教育実践研究 第 集（ ）

． はじめに
新学習指導要領（平成 年に中学校告示，平成 年に高等学校告示）の外国語の目標には， 実践的コミュニケー

ション能力（の基礎）を養う という文言が記されている。現場の英語教師は，日々その目標の達成のため，試行錯

誤を繰り返しているのが現状である。具体的には，一層コミュニケーション重視の傾向が強くなっている教科書の扱

い方やコミュニケーション活動の工夫についてである。つまり，どのように教科書や提示されている活動を利用すれ

ば 言語の実際の使用場面や言語の働きに十分配慮しながら，日常生活の身近な話題について情報や考えが交換でき

る能力（中学校学習指導要領）， 単に外国語の文法規則や語彙などについての知識をもっていることだけでなく，

実際のコミュニケーションを目的として外国語を運用できる能力（中学校学習指導要領解説 外国語編） いわゆる

実践的コミュニケーション能力 を生徒に養うことができるのか，ということである。

同解説には，この目標の実現のため，具体的に次のことが明記されている。すなわち， イ 聞くことの言語活

動 に関しては，（エ）話し手に聞き返すなどして内容を正しく理解すること の中で， 話し手に聞き返すなどし

て とは， 分からないところをそのままにせず，何らかの意思表示をして活動を継続しようとする （ ）こと

を意味し，例として“ ”，“ ”，“ ”などの表

現を駆使してコミュニケーションをさらに継続できるようにすることの重要性を説いている。さらに， ウ 話すこ

との言語活動 の （エ）つなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと に関しては， 紋

切り型の応答や一往復だけの言葉のやりとりで終わってしまうのでなく，会話が発展・継続できるようになるために

は，そのための表現や技法を身に付けることも大切である （ ）とし， つなぎ言葉 の例として“ ”や

“ ”を挙げている。 いろいろな工夫 の具体例として，“ ”，や“ ”などの表現で会話を円滑にす

ることを挙げている。

平野・鈴木（ ）は，上記解説に示されている表現や会話を持続させるための工夫が，コミュニケーション方略

（以下 ）の使用を指すものであると主張している。 とは， （ ）によると， は元来，

特定の伝達上の目標を達成する上で，個人にとって問題となるものを解決するための潜在的に意識的なプランであ

る。（ ）ということができる。コミュニケーション上の困難に遭遇した際に，学習者自身が 別な言葉や表現

で言い換え たり， 相手の意図した意味内容を明確化するように要求 したりするなど，積極的に困難に取り組む

すべを身につけることが重要である。このことに関連して，平野・鈴木（ ）は， …“ ”を

向上させ，意図した意味内容を何とかして対話者に積極的に伝達するように努力する能力を育成することによって

とうまく付き合う という考え方が，より建設的… （ ）であろう，と述べている。

そこで本稿では，指導者がよりどころとするテキストにおいて， がどのように扱われているか，またどの程度

豊富な種類の が盛り込まれているかを明らかにするため，日本の英会話教室で採用されているテキストの分析を

行う。 （ ）は，日本の検定教科書においては， の理論が効果的に加味されているとはいえず， の出現

頻度は種類によってかなり偏りがある，と言うことを明らかにしている。また，平野・鈴木（ ）は，英会話教室

で使用されているテキストにおいても同様のことが言える，と主張している。しかしながら，平野・鈴木は，分析し

た英会話教室のテキストが 社 冊に留まっており，さらに多くのテキストが の観点から分析される必要がある，

と言う点についても提案している。この点に鑑み，本稿では，さらに 社 冊のテキストを加えて分析を行う。した

がって，英会話教室のテキストが の観点から編纂されているか，と言う疑問に対してさらに確固とした答えを見
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出すばかりでなく，教師が の使用法を指導するに当たり，そのための豊かな表現を資料として得ることができ，

自然な会話に現れる の例を豊富に得ることができるという意味で，本研究は大変意義深い。そういった言語資料

を得ることで，教師自身が の理論を組み込んだ活動を考案し，生徒に 実践的コミュニケーション能力 を養う

ことができるものと考える。

．これまでの教材分析研究の結果（ を中心として）
日本の中学校の教科書の分析，及び高等学校の教科書の分析結果については，表 に示した通り，系統的に の

表 を中心とした教材分析研究の結果

達川（ ） （ ） （ ） 平野・鈴木（ ）

目 的

これまでの談話分析におけ
る知見をもとに，外国語学
習者のコミュケーション上
必要な方略が，いかにして
日本の高校生に示されてい
るのか。

どのコミュニケーショ
ン方略が選択したテキスト
の中で提示され，教育学的
に目的にかなう方略を含み，
推奨されているか。

どんな活動のタイプが
紹介するまた実践するコ
ミュニケーション方略に発
見でき，理論上効果的な方
法であるか。

日本の検定教科書はど
れだけ系統的に 研究か
ら引き出された代表される
分類にある方略的表現

を扱っているか。

これらの教科書は，英
語を方略的に使用すること
を奨励する練習をどれだけ
含んでいるか。

自然な文脈での 使
用の例を資料として提示し，
英語教材開発の示唆を得る
こと。

中学校の英語科検定教
科書と英会話スクールで使
用されているテキストに出
現する の頻度を比較し，
教材開発に関する示唆を得
ること。

分析教材

年度採択率上位 社
冊の高等学校検定教科書内
から，方略の言語的手がか
り（表現）を含むものを分
析

冊の教科書と教師用テキ
ストの中から， ％にあ
たる を含む， 冊にお
ける 分析

社 冊（ ， ， 学
年）の中学校英語科検定教
科書を本文と にお
ける 使用頻度に関して
分析

社 冊（初級，中級，上
級）の英会話スクールのテ
キ ス ト を 分 析 し，
（ ）の中学校英語科教
科書の分析結果と比較

の分類

結 果

・話題を変えるための表
現は 社合計で 例しか
出てこない。
・反復を求める発話は
種類以上見られたが，
まったく出てこないもの
も 社あった。
・言語使用場面や機能に
ついては各社ともよく開
発がなされているが，方
略の表現が裏表紙や付録
的な扱いであることが多
い。

・この研究で最も一般的で
あった方略は 種類だけで
あった。
・ と

は に
含 ま れ る が， 推 奨 し て
い た と

が稀であった
ことは残念で，推奨しな
かった が つ
のテキストに含まれたこと
は驚きであった。

・表現に偏りがあり，
種類の方略タイプのうち，
種類に関して各 冊に

おいて平 回を下回っ
ている。 に関して，
学 習 者 が そ の

としての機能を
習得するために，適切な
提示方法で示されていな
い。

・ 種の の出現頻度に
はかなり偏りがある。
・中学校の教科書との比較
では， は， 英会話
スクールのテキストにお
いて極めて多かった。

に関して
は，日本の教科書のみに現
れた。 は，
日本の検定教科書より英会
話テキストに若干多く出現
していることが明らかに
なった。



理論を組み込んでいるものはなく，出現している の種類もかなり偏ったものであることが示されている（

達川 ）。また，海外で使用されているテキストを分析した （ ）も同様の見解を述べている

（ ， ）。さらに，日本の英会話スクールで使用されているテキストを分析した平野・鈴木

（ ）は， （ ）の分析結果と比較して，（ ） の出現頻度が英会話スクールのテキストにおいてさら

に多く出現している，（ ） に関しては，日本の検定教科書にのみ出現した，（ ）

に関しては，日本の検定教科書のほうに若干多く出現していた，（ ） については英会話スクー

ルのテキストに若干多く出現していた，という結果を明らかにしている。加えて平野・鈴木は，英会話スクールで使

用されているテキストにおける の扱われ方も のテキストには“ ”というコラム

が設けられているが，全体的には， の理論が効果的に具現化された編纂には至っていない，と述べている。

．教材分析の目的
仕事や留学など，英語によるコミュニケーションに関する様々な目的を持った学習者が学ぶ，日本の英会話スクー

ルで使用されているテキストにおいて， がどのように扱われているか，また， の分類に含まれる多様な方略が

どの程度モデル会話の中で出現しているかを明らかにすることが本稿における教材分析の目的である。

多くの研究者が， の理論を明示的に導入し，編纂されている英語指導教材の少なさを指摘している（

平野・鈴木 達川 ）。平野・鈴木（ ）は，前節で示した

通り，日本にある英会話スクールのうち， と の 社が採用しているテキスト 冊（各 冊ずつ）を分析

し，それぞれのテキストに出現する のタイプと頻度を比較し考察している。しかしながら，そこでは統計的な比

較検証が行われていない。また，分析に用いたテキストが少ない点も指摘されるところである。よって，本稿では平

野・鈴木が分析した 社のテキストに，さらに 社（ 冊）を加えてそれぞれのテキストに出現する のタイプと

頻度を統計的に比較する。

分析教材

平野・鈴木（ ）が分析した日本の英会話スクール 社（ ， ）が採用しているテキストに，さらに同様の英

会話スクール 社（ ）が採用しているテキスト 冊を加え，合計 社（ 冊）が採用しているテキストを本研究の

分析教材とする。具体的には，以下に示す通りである。

） （ ）の使用教材（平野・鈴木， ）

（ ） （以下 …初級用）

（ ） （以下 …中級用）

（ ） （以下 …上級用）

） （ ）の使用教材（平野・鈴木， ）

（ ） （以下 …初級用）

（ ） （以下 …中級用）

（ ） （以下 …上級用）

） （ ）の使用教材（本研究）

（ ） （以下 …初級用）

（ ） （以下 …中級用）

（ ） （以下 …上級用）

の分類

平野・鈴木（ ）は， （ ）， （ ）， （ ）， （ ），及び

（ ）を参考にして，表 に示す 種類の について分析を行っている。 タイプの選択に関して，平野・

鈴木（ ）は，英語教育の目標である 実践的コミュニケーション能力の育成 ということを考慮し，意図した意

味内容を積極的に伝えようとする達成方略（ ）の分析を行った，と述べている。本稿において



も平野・鈴木の教材分析と主旨を同じくするものであるので，彼らのフレームワークの下，英語会話教材の分析を行

う。

表 の分類（平野・鈴木， ）

分析の方法

表 で示した分類（平野・鈴木， ）により，平野・鈴木が分析した各テキストに出現する に関するデータ

（資料 参照）と，本稿のために新たに分析した 社分のテキスト（ 冊）に関するデータ（表 ）を基に，その出

現頻度をスクール別に調べた。 社のテキストの 出現頻度を比較する際，平野・鈴木（ ）に従い，小度数の

もの（ ）をはぶいて，

の 検定を行った。

．結果と考察
平野・鈴木（ ）は， 社のテキストに出現する の頻度について以下の報告をしている（出現頻度に関して

は資料 参照）。つまり， の教材に関しては，（ ）会話場面が海外におけるネイティブスピーカー（ ）

の会話設定であった，（ ） 及び が出現しなかった（

が皆無），（ ）最も多く出現した は， であった。しかも，全体的な 出現頻度は幾分かずつ低下

しているにもかかわらず，レベルが初級から中級に移った際もその出現頻度は増加していた，（ ） の出

現頻度は，初級用テキストでは皆無であったが，中級用テキスト）では 回，上級用テキストでは 回という出現が

確認された，（ ） に次いで出現頻度が高かったのは，

であった，という点である。

に関しては，（ ）留学先での日本人と の会話設定である，（ ） に含まれる に比べ，

及び の使用が多い，（ ） 知識の活用が義務となる の一つである （

冊で計 回）が出現している，（ ）最も多く出現した は， であった，（ ）“ （ ）”，

“ （ ， ）”というコラムが設けられている，という 点である。次に，新たに加えた

の特徴に関して 及び において示された特徴と比較しながら分析する。

（ ）のテキストの特徴の分析

のテキスト（ 冊）の冒頭には，当該テキストで学習するにあたっての主眼が提示されている。つまり，

初級テキストでは内容を ％理解する必要はなく，会話を感覚的に捉えることが重視されている。中級テキストで

は会話の要点だけではなく，より正確に詳細まで聞き取れることが示されている。そして上級では， のような自

然な表現力を身につけるために，動詞句やイディオム，比 表現，婉曲語法（本稿における ）を使う

ことが重要である，としている。

まず，全体的な特徴として，テキストの会話のほとんどが と日本人との対話であるという点が挙げられる。

様々な話題について対話が行われ，実際の会話でも起こりうる，会話の断絶が発生する場面が組み込まれていること

が見てとれる。また，この初級テキストでは，モデル会話の後に設定されている練習において，学習者が

を行わないように，明確に外来語や借用語を示している。中級テキストでは の種類が提示されていて，

上級では で使用できる形容詞の提示と語順についても示されていることにも注目したい。



次に，各 の分類に即した量的な特徴について分析する（表 ）。第 に，最も出現頻度が多かった は

（ 冊につき平 ）で，次いで （平 ）及び （平 ）であっ

た。このテキストでは，全体的に の出現頻度が高いが，特出して中級テキスト（ ）に多いのは，明示的に

に使用できる多様な表現が紹介されているためであると考える。また，どのレベルのテキストにも

と が出現しなかったことに関しては，この のテキストで目標としている 使用

が， の方略ではなく， の方略であることがわかる。第 に，中級（ ）と上級のテキスト（ ）

では初級のテキスト（ ）に比べて，明らかに に分類される の頻度が高くなっている。

このことは， が中級から上級にかけて多いことを含め，学習者がある程度の単語力を持っていること

を想定して構成されているためであると考えられる。第 に，特に初級のテキスト（ ）で， の

中で に分類される の頻度が顕著に高く（ 回），また も他

のテキストよりも比較的多い（ 回）ことがわかる。初級学習者を念頭においたテキストであることを鑑みると，学習

者自身の語彙力・表現力に頼る以上に，対話者に対して能動的に働きかけることで会話を続けることを推奨している

と言える。最後に， 冊すべてのテキストにおいて， に分類される と

の頻度が多いということが表 と表 に示されたデータより明らかになった。したがって，

のテキストでは，確かに も使用されているが，対話者との意味交渉により会話を継続しようと

する が多いことは非常に興味深い。

それでは，一体どの英会話スクールのテキストにおける，どのタイプの が多く（あるいは少なく）出現してい

るのか，ということを統計的に分析する。

表 英会話スクール （ ）のテキストで扱われている の出現頻度及び 社全体の出現頻度

， 及び のテキストの統計的比較

表 ，及び表 に示した 検定の結果から， の出現頻度の偏りが有意であることが示された（ （ ）

， ）。表 は，分析の対 とした 社（ 冊）のテキストに出現した 種類の の出現頻度（実測値及

び％）を示している。また， 種類の の選定については，平野・鈴木（ ）に従い， （英会話スクール 社）

（ のタイプ）の 検定を行った。残差分析の結果から， のテキストは が有意に多

かった。 に関しては では有意に多く，逆に ， のテキストでは有意に少なかった。

は で有意に多く， では有意に少なかった。

は で有意に出現頻度が低かった。 冊のテキストで，実際度数のみを見ると他の に比べて圧倒的に出現

頻度が高かったのが であるが， において有意に多く，それに対して では有意に少なかった。

以上から， のテキストでは学習者に， の方略の中でも， で時間を ぐことよりも

や で会話を維持し， の使用を促し，言語知識を得る機会を増やしてい

， ，

小計 平
（小計 ）

社合計
（ 冊）

平
（ 社合計 ）



くことを重視していることがわかる。 のテキストでは， を活用して会話中の困難を打開しよ

うとする場面を設けている。 の方略においてのみ有意差が生じたという点から，初級学習者に焦点を当てた

テキスト構成となっていると言える。 のテキストでは他のテキストと違い，

，そして が有意に少なかった。

表 英会話スクールテキスト（ ， 及び ）の の出現頻度の比較

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

表 表 の各セルの期待度数と調整された残差

，

また，図 は， 社のテキストに出現した （検定の対 とした 種類）の頻度数の割合を示している。この図

からも 社のテキストにおいて， の出現頻度がかなり多いことが分かる。このことは，平野・鈴木（ ）が

指摘している内容と矛盾するものではない。 （ ）に関しては， と は同様の傾向

を示しており， においてのみ他の 社よりも若干出現頻度が高い。さらに， （ ）について

は， と は同様の傾向を示しており， においてのみ他の 社よりも若干出現頻度が高い。その他

の方略については， 校ともほぼ同じ傾向を示していることが明らかである。 について， と

のテキストにおける出現頻度が低いのは，次の理由が考えられる。つまり，この 社のテキストが学習者

の母語の使用を避けさせることを意図していると言える。また， の全体に対する割合が にお

いて大きいことに関しては， が学習者に高い言語知識を身につけさせようとする意図がうかがえる。この

ことに関連して， （ ）は，言語知識を高める活動として の指導を取り入れる

ことの必要性を説いている。また， （ ）は， の指導によって学習者自らが言語を学ぶ機会を

得ることができると主張している。

総じて，平野・鈴木（ ）が指摘するように，英会話スクールのテキストに出現する の頻度について，かな

りのばらつきがあると言える。さらに， の出現頻度が他の に比べてかなり多いことから，英会話スクール

では，英語によるコミュニケーションを持続させるため，時間を ぎ，次の発話を準備することの重要性が暗示的に

指導されていることがうかがえる。特に， では，先述したように， 使用の重要性が明示的に指導さ

れていることは注目に値する。また，このことが における 使用頻度を高めていることは言うまでも

ない。

（ ） （ ） （ ）
実測値 実測値 （％） 実測値 実測値 （％） 実測値 実測値 （％）

（ ） （ ） （ ）
実際度数 期待度数 残 差 実際度数 期待度数 残 差 実際度数 期待度数 残 差



．結論
本研究では，英会話スクール ， ，及び のテキストに出現した の偏りは有意であったことが明らかとなっ

た（ （ ） ， ）。このことは，平野・鈴木（ ）が報告している結果とほぼ一致する。しかも，新

たにテキストを加えて分析したことによって，平野・鈴木（ ）の主張を裏付ける結果となった。その詳細につい

ては，以下の通りである。 ，及び に関して， のテキストに

おいて有意に多く出現した。 のテキストは，学習者が自身の母語を使用せず英語を使用し，問題を解決で

きるように編纂されていると考える。もちろん， の英会話スクールの意図（学習者の 知識を活性化させ

ず，積極的に英語で問題解決を行わせること）がうかがえる。 に関して， のテキストにおい

て有意に多く出現した（ 及び 回 回）。実測値からも明らかであり，学習者に

とって自然な会話場面の例示が の会話なのか， の会話なのか，と言う問題にもつながるが，

にとっては後者を主眼に置いていると言えよう。さらに， に関しては，

及び に関して，有意に少ないことが示された。しかし， の出現頻度に関して

は，有意に多いことが示された。このことから， は， ネイティブ・スピーカーのような自然な表現力をつ

けること という目標を達成するため， の効果的な使用を重要視していると考えられる。さらに，そのための

様々な表現についても明示的な指導が行えるように構成されている。また，図 に示すように， 社のテキストに出

現した のうち，統計的な分析の対 とした 種類が と を除いては，同様の頻度傾向

を示していることが明らかとなった。

全体として，統計的に有意差が示された の出現頻度と平野・鈴木（ ）で報告されている内容に矛盾点が生

じなかったことから， ， ，及び のテキストにおける の出現頻度比較について，平野・

鈴木（ ）の主張を裏付ける結果となった。つまり全体的に の出現頻度が非常に多く，さらにインタラク

ションに関わる についても多く使用されていることが示された。また，母語に依存するのではなく目標言語の使

用を促す を採用している。よって，教室環境においても の使用を含めて， の が意図的に指導さ

れる必要性が示唆された。また，インタラクションのある活動を設定し， や

など，互いに意味の交渉を行うような の使用方法を訓練する必要がある。そのためにも，本稿で示した 使用の

ための豊富な表現が検定教科書においても採用されるべきであろう。さらに，そういった表現に関する知識を教師自

身が持っているべきことは言うまでもない。

今後の研究課題として，平野・鈴木（ ）は，会話場面と タイプの関係や“ ”における トレーニ

ングに関する調査の必要性について挙げている。本稿では，次の点について新たに今後の課題として付け加えたい。

すなわち，どのような表現形式を用いた が出現しているか，という点である。例えば，平野・鈴木が提示した資

料では， で出現した の例文として次の（ ）を挙げている（資料 参照）。

図 社のテキスト中の各 出現頻度比較

出
現
頻
度
（
％
）

の分類



（ ）

平野・鈴木（ ， ）

つまり，この例では，話者の発話中で聞き手が理解できなかった単語を 単語のみの で聞き返す手

法が採られている。このような例がどれだけ存在するか，その他の 表現についても調査することで，教師が指導

で例示する際の参考として利用できるものと考える。また，教師がもつべき知識として，どのような表現形式の

があるかを把握していることは，より自然な 使用を指導することにつながるものと考える。さらに，熟達度に

よって使用される の頻度に差異があると言うこと（ ），また，熟達度が上がるにつれて の使用頻

度が下がると言うこと（ ）も明らかにされている

が，これらの事実が英会話スクールのテキストの編纂に生かされているか，ということについて調査される必要があ

る。今後もさらに多くのテキストについて がどのように扱われているかを調査し，本研究で明らかにされた点に

ついて確固とした示唆を得たいと考える。
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